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28page なんで trans-diequatrial は難しかったのか？ 

 

立体特異的ジヒドロキシル化およびエポキシ化/開環法より、cis-や trans-diaxial が作られ

ることが確認されていたが、これを出した当時は trans-diequatrial は上記の方法ではでき

ず、まだやり方が発見されていなかったからです。 
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なぜメチルボロン酸が良いのか？cis-borate と trans-borate のエネルギー差を

より大きくするには、Me より大きい置換基のほうが有利な気がするが。 

 

文献には特に記述はなかったので私の考察なのですが、確かに Me より大きい置換基の方

がエネルギー差を大きくするには有利ですが、立体障害が大きくなりそれ以前に接近しに

くくなりボロンエステルの形成がしにくくなるからだと思います。P48 を見てもらえる

と、実際立体障害が大きいものは反応自体が進んでいないことが確認されます。 


